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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 蛍 光 Ｘ 線 法 を 原 理 と し 、 Ｘ 線 を 発 生 す る Ｘ 線 発 生 手 段 （ １ ） と 、 Ｘ 線 発 生 手 段 （ １ ） か
ら 発 生 す る Ｘ 線 光 束 の 被 測 定 試 料 へ の 照 射 を 遮 蔽 す る シ ャ ッ タ （ ２ ） と 、 シ ャ ッ タ （ ２ ）
を 開 閉 す る シ ャ ッ タ 駆 動 手 段 （ ３ ） と 、 Ｘ 線 光 束 が 被 測 定 試 料 に 照 射 さ れ た 結 果 発 生 す る
二 次 Ｘ 線 を 検 出 す る Ｘ 線 検 出 手 段 （ ４ ） と 、 測 定 開 始 を 指 示 す る 測 定 開 始 指 示 手 段 （ ５ ）
と か ら な る 蛍 光 Ｘ 線 分 析 計 に お い て 、
　 被 測 定 試 料 の 外 観 及 び 被 測 定 試 料 の 背 景 を 光 学 的 に 読 取 る 画 像 入 力 手 段 （ ６ ） と 、 画 像
入 力 手 段 （ ６ ） に よ り 取 得 さ れ た 画 像 デ ー タ を 記 憶 す る 第 １ の 記 憶 手 段 （ ７ ） と 、 予 め 登
録 さ れ て い る 図 形 に 関 連 す る デ ー タ を 記 憶 す る 第 ２ の 記 憶 手 段 （ ８ ） と 、 第 １ の 記 憶 手 段
（ ７ ） に 格 納 さ れ て い る デ ー タ と 第 ２ の 記 憶 手 段 （ ８ ） に 格 納 さ れ て い る デ ー タ を 比 較 す
る デ ー タ 比 較 手 段 （ ９ ） と 、 蛍 光 Ｘ 線 分 析 計 の 設 置 状 態 を 検 出 す る 状 態 検 出 手 段 （ １ ０ ）
と を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 蛍 光 Ｘ 線 分 析 計 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 蛍 光 Ｘ 線 分 析 計 は 前 記 測 定 開 始 指 示 手 段 （ ５ ） に よ り 測 定 開 始 の 指 示 が
あ っ た と き に 前 記 デ ー タ 比 較 手 段 （ ９ ） の 出 力 と 前 記 状 態 検 出 手 段 （ １ ０ ） の 出 力 に 対 応
し て 前 記 シ ャ ッ タ 駆 動 手 段 （ ３ ） を 制 御 す る Ｘ 線 ス イ ッ チ 手 段 （ １ １ ） を 有 す る こ と を 特
徴 と す る 蛍 光 Ｘ 線 分 析 計 。
【 請 求 項 ３ 】
　

【 請 求 項 ４ 】
　

【 請 求 項 ５ 】
　

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書

測 定 試 料 近 傍 に 特 定 画 像 を 配 置 す る 工 程 と 、 前 記 特 定 画 像 を 読 み 取 る 工 程 と 、 前 記 読 み
取 っ た 特 定 画 像 デ ー タ と 予 め 登 録 さ れ て い る 複 数 の 画 像 デ ー タ と 比 較 す る 工 程 と 、 前 記 複
数 の 画 像 デ ー タ の 中 に 前 記 特 定 画 像 に 相 当 す る デ ー タ が あ っ た 時 に 蛍 光 Ｘ 線 を 試 料 に 照 射
し 蛍 光 Ｘ 線 分 析 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 蛍 光 Ｘ 線 を 用 い た 分 析 方 法 。

前 記 特 定 画 像 は バ ー コ ー ド で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 蛍 光 Ｘ 線 を 用 い た 分
析 方 法 。

前 記 特 定 画 像 の 読 み 取 り は 、 分 析 途 中 に お い て 複 数 回 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記
載 の 蛍 光 Ｘ 線 を 用 い た 分 析 方 法 。



【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 測 定 開 始 、 す な わ ち 被 測 定 試 料 へ の Ｘ 線 の 照 射 開 始 は 本 実 施 例 で は コ ン ピ ュ ー タ １ ０ ７
か ら 指 示 さ れ る よ う に な っ て い る 。 こ の 測 定 開 始 を 指 示 す る 信 号 は 信 号 線 １ ０ ９ を 経 由 し
て シ ャ ッ タ 制 御 回 路 １ １ ０ に 入 力 さ れ る 。 コ ン ピ ュ ー タ １ ０ ７ 、 信 号 線 １ ０ ９ に よ り 図 １
の 測 定 開 始 指 示 手 段 （ ５ ） を 構 成 し て い る 。 通 常 蛍 光 Ｘ 線 分 析 計 に お い て は 測 定 者 が Ｘ 線
に よ る 被 爆 を 受 け な い よ う な ん ら か の 安 全 機 構 が 装 備 さ れ て い る 。 Ｘ 線 照 射 機 能 を 持 つ 測
定 ヘ ッ ド の 状 態 を 検 知 し 、 そ の 結 果 に 応 じ て Ｘ 線 の 照 射 の 可 否 を 決 定 す る の で あ る 。 例 え
ば Ｘ 線 照 射 準 備 が 整 っ た と こ ろ で 測 定 者 が 測 定 ヘ ッ ド に 装 備 さ れ て い る Ｘ 線 照 射 許 可 ス イ
ッ チ を 押 す と か 、 あ る い は も う 少 し 工 夫 し て 測 定 ヘ ッ ド が 特 殊 な 固 定 台 に 装 着 さ れ た 時 に
こ の Ｘ 線 照 射 許 可 ス イ ッ チ が 押 さ れ る よ う な 構 造 に す る 等 の 方 法 で 装 置 の 安 全 性 を 確 保 す
る 。 特 に 可 搬 型 蛍 光 Ｘ 線 分 析 計 で は 測 定 ヘ ッ ド の 設 置 の 自 由 度 が 高 い と い う の が 特 長 で あ
る た め 、 こ の よ う な 安 全 機 構 を 複 数 箇 所 設 け 安 全 性 を 高 め る 必 要 が あ る 。 本 実 施 例 で は １
つ 目 の 安 全 機 構 と し て Ｘ 線 照 射 許 可 ス イ ッ チ １ １ １ が あ る 。 こ の Ｘ 線 照 射 許 可 ス イ ッ チ １
１ １ の 状 態 は シ ャ ッ タ 制 御 回 路 １ １ ０ に 入 力 さ れ シ ャ ッ タ の 開 閉 動 作 を 決 定 す る １ 条 件 と
さ れ る 。 Ｘ 線 照 射 許 可 ス イ ッ チ １ １ １ が 図 １ の 状 態 検 出 手 段 （ １ ０ ） に 相 当 し 、 シ ャ ッ タ
制 御 回 路 １ １ ０ が 図 １ の Ｘ 線 ス イ ッ チ 手 段 （ １ １ ） に 相 当 す る 。 ２ つ 目 の 安 全 機 構 は 前 記
撮 像 装 置 １ ０ ８ を 利 用 し た も の で 、 被 測 定 試 料 と 同 時 に 画 像 入 力 さ れ た デ ー タ の 中 に 規 定
の 図 形 に 相 当 す る デ ー タ が 含 ま れ て い る か 否 か に よ り シ ャ ッ タ 制 御 回 路 １ １ ０ の 判 断 が 変
わ る と い う も の で あ る 。 被 測 定 点 近 傍 に 図 形 を 記 し た 物 体 を 置 く 。 該 物 体 は そ こ に 記 さ れ
て い る 図 形 が 十 分 に 認 識 さ れ る 程 度 の 大 き さ で 、 例 え ば カ ー ド 状 の 物 や 、 被 測 定 試 料 に 貼
付 す る こ と が 支 障 な い 場 合 は シ ー ル 状 の も の 等 が 考 え ら れ る 。 こ の 被 測 定 試 料 と 同 時 に 撮
像 装 置 １ ０ ８ に よ り 画 像 認 識 さ れ る 物 体 を 以 降 本 文 で は Ｉ Ｄ キ ー と 称 す る 。 図 ２ の 被 測 定
試 料 １ １ ２ と Ｉ Ｄ キ ー １ １ ３ が 撮 像 装 置 １ ０ ８ に よ り 画 像 入 力 さ れ た 状 態 を 図 ３ に 示 す 。
Ｉ Ｄ キ ー に 記 さ れ て い る 図 形 は 自 然 に 存 在 す る も の と 簡 単 に 一 致 す る よ う な も の で な け れ
ば ど の よ う な も の で も 構 わ な い 。 「 丸 」 、 や 「 １ 本 の 直 線 」 等 の よ う な 極 め て 単 純 な 図 形
を Ｉ Ｄ キ ー の 図 形 と し て 採 用 し て し ま う と 、 例 え ば 被 測 定 試 料 と 同 時 に 画 像 入 力 さ れ た 「
石 こ ろ 」 や 「 棒 切 れ 」 を Ｉ Ｄ キ ー と し て 認 識 し て し ま う お そ れ が あ る 。 し た が っ て あ る 程
度 特 異 な 図 形 で あ る 必 要 が あ る が 、 そ の 複 雑 さ は 必 要 最 小 限 に と ど め て お く こ と が 望 ま し
い 。 そ れ は こ の 安 全 機 構 を よ り 有 効 に 作 用 さ せ る に は 測 定 中 は で き る だ け 頻 繁 に 画 像 認 識
を 繰 り 返 す 方 が よ く 、 そ の た め に は Ｉ Ｄ キ ー 上 の 図 形 は で き る 限 り 明 瞭 単 純 な も の に し て
画 像 解 析 処 理 の 負 担 を 軽 減 す る こ と が 重 要 で あ る か ら で あ る 。 図 ４ に Ｉ Ｄ キ ー の 図 形 の 例
を 示 す が 、 こ の 中 で も Ｃ の バ ー コ ー ド は 非 常 に 実 用 的 な も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ５ に シ ャ ッ タ 制 御 回 路 １ １ ０ の 構 成 例 を 示 す 。 Ｉ Ｄ キ ー の 図 形 デ ー タ に 相 当
す る も の が 発 見 さ れ て い る 状 態 で は 前 記 信 号 線 １ １ ４ か ら の 信 号 に よ り 、 リ レ ー
Ａ ２ ０ １ の コ イ ル に 電 流 が 流 れ 接 点 ２ ０ ４ が 閉 じ る 。 測 定 開 始 の 指 示 は 前 記 信 号
線 １ ０ ９ を 経 由 し リ レ ー Ｂ ２ ０ ２ の コ イ ル に 電 流 を 流 し 接 点 ２ ０ ５ を 閉 じ る 。 Ｘ
線 照 射 許 可 ス イ ッ チ が 閉 じ て 許 可 状 態 を 示 す と リ レ ー Ｃ ２ ０ ３ の コ イ ル に 電 流 が 流
れ 接 点 ２ ０ ６ は 閉 じ る 。 こ の よ う に ３ つ の リ レ ー の 接 点 が 同 時 に 閉 じ た 状 態 の 時 に は ソ レ
ノ イ ド ２ ０ ８ に 電 流 が 流 れ 、 そ の 結 果 励 磁 さ れ た ソ レ ノ イ ド ２ ０ ８ は シ ャ ッ タ １ ０ １ を 開
く よ う に 作 動 す る 。
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